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対策 

①模擬信号を入力し、回路の確認を行う場合、作業の計画段階で、模擬信号の伝達範囲を色塗りにより明確

にし、模擬信号による機器への影響がないことを確認するよう社内規程で定めます。 

②デジタル制御装置の回路を隔離・復旧する際は、作動信号の流れを確認できる保守ツールにて作動信号の

隔離状態を確実に確認します。 

③今回の事象について、発電所員および関連する協力会社社員に周知します。 

添付資料

モード切替 

スイッチ 

「定検」位置にあれば、全ての機器への

模擬信号は流れないと思い込んでいた。

（実際には、非常用ディーゼル発電機へ

の模擬信号は流れる） 
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注） 

通常：通常運転

定検：定期検査

燃取：燃料取替

取り替えた原子炉保護系盤

信号が伝達されることの確認

流れないと思

い込んでいた
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